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不登校対策支援について 

北 区 議 会  第 ４ 回 定 例 会  

11月２５日から北区議会 

第４回定例会が開会中で

す。26日の本会議・個人質

問の内容の一部を紹介し

ます。 

 

Ｑ. 全国で小中の不登校児童・生徒は35万人と過去最

多となり、北区では昨年度、小学校２４３名、中学校３０９

名の552名と増加している。 

私自身も北区の施策が進むよう、保護者の方から要望

を伺い、その中で必要性を強く感じたのが、子どもが学

校へ行き渋り、不登校となると保護者もどう向き合えば

よいか不安を抱える。そのような時、保護者が安心でき

る相談窓口や情報提供となる「ハンドブック」が必要で

は。 

Ａ. 北区の不登校対応方針や基本的な考え方、各種事

業を掲載したハンドブックの作成は、学識経験者や学校

長等による「不登校連絡調整会議」でご意見を頂き、す

でに作成に向けた取り組みを進めている。 

学生・若者が利用しやすい 

区民施設・スポーツ施設を 
Ｑ. 3年に1度の改定により、今年4月から区民施設使

用料が値上げとなり、約１億円の区民負担増となっ

た。他区では１８歳以下の子ども料金を導入している。

北区は、中学生以下が子ども料金となっているが、１８

歳に対象を広げ、スポーツ施設はじめ区民施設を気

軽に利用できるよう割引料金の導入を求める。 

Ａ. 受益者負担の原則や負担の公平性の観点から3

年ごとに適正化を図っている。新たな利用料金につい

ては区の政策課題や区民ニーズ等を捉え、3年ごとの

見直しの中で必要性、政策効果等を判断していく。 

高齢者が安心して暮らせる 

    見守り支援の充実を 

Ｑ. 単身高齢者へフレイル予防と安否確認となる

配食サービス支援として配食弁当への助成を検

討してはどうか。 

Ａ. 配食弁当への助成は現在考えていないが、高

齢者地域自立支援ネットワークの充実や、引き続

き見守り支援を推進していく。 

Ｑ. 緊急通報システムについて、固定電話がなくて

も携帯電話に対応できる機種にする事、さらに高

齢者安心センターや民生委員さんが必要と判断

した方へは利用できるよう求める。 

Ａ.自己負担額の増加も懸念される。引き続き、調

査・研究をすすめる。あんしんセンター連絡会と意

見交換を行い、実態把握に努める。 

 

Ｑ. 日中、子どもを１人で家に置いておけない。有給休

暇が足りず、離職せざるをえなくなり経済的に困難に

直面する方が少なくない。区で対象となっていない自

宅で過ごす児童やフリースクールに通う児童へ学校給

食の代替として保護者への補助を求める。 

Ａ. 区の弁当代替補助金の対象ではないと考える。一

方、不登校対策に限らず保護者負担の軽減には、給付

事業とのバランス、教育の課題にコミットできる着実な

取り組みが必要。 

単身高齢者へ配食弁当の助成を 

必要な方が利用できる緊急通報システムを 
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